
　阪急宝塚駅前で歳末助けあい愛の持ち寄り運動の街頭募金に参加しました。
　この歳末助けあい運動は、明治時代の日露戦争混乱期の助け合い活動から始まったと言われています。こ
の募金の活用により、地域で暮らす誰もが安心して年末の時期を過ごせるよう、生活困窮者へ年末年始の食
糧支援が行われるなど、毎年、地域の支え合いや見守りの取組、つながりを切らさない取組に対して助成が
行われています。
　本日の街頭募金を契機に、歳末助けあい運動への関心が一層高まり、多くの皆様がご協力くださることを
願っています。

　宝塚市総合福祉センターで開催された「宝塚市民生委員・児童委員辞令伝達式」に出席しました。
　民生委員・児童委員の活動は、身近な地域の相談相手として、相手に寄り添ってお話を聞いたり、地域にお
住まいの方をさりげなく見守ることです。委員をお引き受けいただいた皆様の存在は、本市の地域福祉を推
進してゆく上で、大変頼もしいものです。
　委員の皆様のお力添えをいただきながら、地域の皆様のお声を聞き、それを生かしたまちづくりを行って参
りたいと思います。

令和4年12月の活動日記
12月1日（木曜日） 歳末助けあい愛の持ち寄り運動

12月1日（木曜日） 宝塚市民生委員・児童委員辞令伝達式



令和4年12月の活動日記

　中央公民館で開催された「たからづか市民環境フォーラム2022」に出席しました。
　このフォーラムでは、環境啓発ポスター大賞受賞者や環境衛生実践功労者の表彰、また、近畿大学総合社
会学部教授の藤田香先生から、今注目されている「SDGｓ」や地球温暖化に関する講演が行われました。環
境保護団体の活動発表や、市内小学生の学習発表、神戸女学院大学の学生による研究発表などもありまし
た。
　今、世界では地球温暖化を食い止めることが、人類共通の課題となっています。今回のフォーラムは、参加
された皆様一人ひとりにとって、自分にできることについて考えるきっかけになったと思います。
　本市では今後も、市民の皆様と一緒になって、地球温暖化対策を始め、生物多様性や循環型社会の構築
に取り組んでまいります。

　西谷ふれあい夢プラザで開催された「西谷収穫祭品評会」の表彰式に出席しました。
　品評会に出品された農作物は、どれも大変すばらしく、生産者の強い農業愛が感じられました。
　西谷収穫祭には、３年ぶりに飲食ブースも出店し、多くの方が楽しんでおられました。
私も、西谷産の野菜をふんだんに使った豚汁をいただき、心まで温かい気持ちになりました。
　本市には、西谷地域という自然環境に恵まれた農産地があり、生産者の皆様のご尽力によって四季を通じ
て素晴らしい収穫物を味わうことが出来ることに、改めて感謝の気持ちを持つとともに、より多くの方に西谷を
知っていただき、ますます西谷の農業が発展、活性化することを願っております。

12月3日（土曜日） たからづか市民環境フォーラム2022

12月4日（日曜日） 西谷収穫祭



令和4年12月の活動日記

　中山台小学校開校記念式典に出席しました。少子化の流れを受けて児童数が減少していた中山五月台小
学校と、今後減少が予想された中山桜台小学校を統合し、今年4月に中山台小学校が開校しました。宝塚市
で初めての学校統合にあたり、地域や保護者の皆様とともに、協働により検討を進めてきました。
　関わってくださったすべての皆様のおかげと感謝いたします。式典では、中山五月台中学校吹奏楽部によ
る記念演奏が行われ、この日のために吹奏楽用に編曲された中山台小学校の校歌などが披露されました。
児童の皆さんが笑顔で実りある学校生活を送ることができるよう願っています。

　東公民館で「人権を考える市民のつどい」を開催しました。
　12月4日から10日までの「人権週間」期間に、本市では、人権尊重都市宣言記念事業を実施し、広く人権意
識の高揚を図っています。
　本日は、宝塚市人権・同和教育協議会による「ハーとん じんけん作品賞」最優秀賞受賞者の表彰と昨今、
問題視されているインターネットによる人権侵害に関する講演会を実施しました。
　今後も、「人が人として互いに尊び合い、すべての人びとの人権が保障される、明るく住みよい地域社会を
築きあげること」を目指し、様々な人権施策を実施してまいります。

12月5日（月曜日） 人権を考える市民のつどい

12月10日（土曜日） 中山台小学校開校記念式典



令和4年12月の活動日記

　国際・文化センターで開催された「宝塚市外国人日本語スピーチ大会」でご挨拶しました。
この大会は、日本語を学習する外国人の方が体験を通して感じた、日本と母国との違いや地域社会への意
見などを日本語で発表されるものです。コロナ禍の影響で3年ぶりの開催となりました。この日は13人が出場
し、ALTとして高校で英語を教えているカナダのアトーニ ファティマ エザラさんが、生徒との交流の中で生徒
から教わり応援されながら、自分の成長にチャレンジしようとする思いをお話しされ、スピーチ大会賞を受賞さ
れました。外国人の方も地域住民の一人として共に支えあい、互いの文化の違いを認め尊重しあう地域社会
の実現につなげていきたいと思います。

　宝塚市役所横武庫川河川敷で開催された「宝塚市小学生駅伝競走大会」に出席しました。
大会当日は、時折、陽が差し込む駅伝日和で、宝塚市スポーツ少年団所属の野球・サッカー・バスケットボー
ルなど様々な団体が参加され、すべての子どもたちが目一杯走っていました。頑張って走っている姿、チーム
の仲間を応援している姿を見ていると、スポーツ活動が子どもたちの心と身体の健全育成に大きな役割を
担っているんだなと改めて実感しました。
今後も安全・安心にスポーツが出来るよう、市民の皆様と一緒に、スポーツ振興に取り組んでまいります。

12月10日（土曜日） 第26回宝塚市外国人日本語スピーチ大会

12月11日（日曜日） 宝塚市小学生駅伝競走大会



令和4年12月の活動日記

　神戸女学院大学で開催の講演会にて、芦屋市のいとうまい市長とともに、「今を生きる若者への市長からの
メッセージ」をテーマに対談講演を行いました。
　神戸女学院大学と本市は、本年4月20日に包括連携協定を締結しており、まちづくりや産業振興、文化・芸
術、自然環境に関する取組等、相互に連携協力し取り組んでいます。本日の講演会では、学生2名から学生
時代の学びや仕事を進める上での軸とする考えなどについて質問がありました。私からのメッセージとして、
これからの人生の中で、多くの選択があり、そういった人生の分岐点では、助言をくださる方や判断を後押し
してくださる方が現れると思います。手を差し伸べてこられたら、必要とされているその手を取って力を発揮し
て欲しいとメッセージを送りました。

　ソリオホールで開催された「宝塚市男女共同参画プラン推進フォーラム」に出席しました。
本フォーラムは、今回で25回目を迎えます。15年以上格差・貧困問題と関わり、コロナ禍では自らボランティア
として支援活動をされている作家、活動家の雨宮処凛（あまみや　かりん）さんをお招きし、自らの経験を交え
ながら何があっても生きていける希望のメッセージをいただきました。
今後も、すべての人が性別にとらわれず、自分らしくいきいきと暮らせるまちをめざし、施策を推進してまいり
ます。

12月11日（日曜日） 令和4年度宝塚市男女共同参画プラン推進フォーラム

12月16日（金曜日） 神戸女学院大学講演会「今を生きる若者への市長からのメッセージ」



令和4年12月の活動日記

　宝塚ホテルで開催された「国際ソロプチミスト宝塚チャリティクリスマス」にご招待いただき、出席しました。
　国際ソロプチミスト宝塚の皆様には、来年 2 月に開所する子ども家庭総合支援拠点「たからっ子総合相談
センター あのね」に対し、子ども用の木製ままごとキッチンなど、心温まるご寄附いただいたことに対し、感謝
状を贈呈いたしました。「あのね」に来所される 困りごとを抱えている子どもやそのご家族が、木のぬくもりを
感じることで、安心して気軽にご相談いただけるような、あたたかい窓口にしたいと考えております。
　チャリティクリスマス会では、元宝塚歌劇団娘役トップスター大原ますみ様のショータイムやお楽しみくじ引き
など、楽しいひと時を過ごさせていただきました。国際ソロプチミスト宝塚の益々のご発展と皆様のご健勝をお
祈りいたします。

　今回は「子ども達の未来を育む小中一貫教育について」をテーマに開催しました。
　小学校や中学校の子ども達をとりまく社会状況は様々に変化しています。本市では、子ども達の未来を育
むためのより良い教育環境の実現をめざして、「小中一貫教育」の導入に向けて検討を進めており、市民の
皆様と意見交換する中でたくさんの貴重なご意見をお聞かせいただきました。
　時代にあわせた小中一貫教育の導入を望む声をいただいた一方で、心配されていることや市にしっかりと
考えてもらいたいこととして、「子どもに寄り添った進め方をしてほしい」、「保護者や教職員に丁寧に説明し、
理解を得ながら進めてほしい」、「仕組みを導入するだけでなく、学校の実態にあわせたフォローが不可欠」な
どのご意見もいただきました。各学校区の実情を考慮するとともに、子ども、保護者、地域の方々の声を聞き
ながら、丁寧に対応していくことが大切だと改めて感じました。
　ご参加いただいた皆様、本当にありがとうございました。皆様からいただいた貴重なご意見や思いを、小中
一貫教育の実現に向けて生かしていきたいと思っています。

12月17日（土曜日） 国際ソロプチミスト宝塚チャリティクリスマス

12月18日（日曜日） 「OPEN！みんなで話そう！やまさき市長とともに」



令和4年12月の活動日記

　西谷ふれあい夢プラザ臨時駐車場で開催された「宝塚市消防団年末特別火災警戒出発式」に出席しまし
た。
消防団は、年末の繁忙期に加え、火を取扱う機会が多く、火災が発生しやすくなるこの時期（12月29日から31
日まで）、火災警戒体制の強化と火災予防の普及啓発を目的に年末特別火災警戒を実施しています。
この日も非常に寒いなか、消防団員は多くの皆様の激励をいただきながら、火災警戒に出発しました。今後
も、市民の安全安心につながる活動を継続して行ってまいります。

12月29日（木曜日） 宝塚市消防団年末特別火災警戒出発式


